
）
）
い
で
じ
ょ
う

富
中

小
出

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
水
橋
小
出

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
五
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
入
月
～

一

一
月

３
　
発
掘
機
関

　

｛昌
山
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
大
野
央
子

・
野
垣
好
史

。
久
保
浩

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
～
近
世

（中
世
後
期
が
王
体
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
出
城
跡
は
、
富
山
市
東
北
部
の
標
高
約
三
ｍ
の
低
湿
地
帝
に
立
地
す
る
。

文
献
史
料
に
は
天
文

一
四
年

全

五
四
五
）
か
ら
天
正

一
一

年

盆

五
仝

一し
ま
で
の
間
に

関
係
す
る
記
述
が
み
え
、
城
の

お
よ
そ
の
位
置
が
推
定
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
小

渤

規
模
な
発
掘
調
査
や
試
掘
確
認

名
小
調
査
に
よ
つ
て
、
部
分
的
で
は

あ
る
が
堀
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
調
査
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
行
な
っ
て
き
た
道
路
改
良
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
の
一
環
で
、
こ
れ
ら

一
連
の
調
査
に
よ
っ
て
城
の
位
置
や
構
造
の
一

端
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
度
は
東
西
ニ
カ
所
の
調
査
区
で
、
計
約
二
六
〇
だ
の
発
掘
調
査

を
実
施
し
、
前
年
度
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た
二
条
の
堀
の
広
が
り
を
検
出
し

た
。
東
調
査
区
で
は
東
西
方
向
の
堀
、
西
調
査
区
で
は
従
来
の
南
北
方
向
の
堀

に
加
え
、
そ
れ
に
直
交
し
て
分
岐
す
る
東
西
方
向
の
堀
の
存
在
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
遺
構
検
出
面
に
お
け
る
堀
の
規
模
は
、
東
調
査
区
の
堀
が
幅
約

一
三
ｍ

深
さ
約

一
・
二
～

一
・
八
ｍ
、
西
調
査
区
の
堀
が
幅
約
五
ｍ
深
さ
約
○

・
五
ｍ

～

一
・
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
西
調
査
区
で
は
井
戸

・
土
坑
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
は
、
堀
を
中
心
に
、
中
世
土
師
器
、
珠
洲

・
瀬
戸
美
濃

・
青
磁
な
ど
の

陶
磁
器
、
漆
塗
椀

・
下
駄

。
た
も
網
の
枠

。
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
鋤
先

・
鉛

玉
な
ど
の
金
属
製
品
、
五
輪
塔
な
ど
の
石
製
品
が
多
数
出
土
し
た
。
低
湿
地
と

い
う
遺
跡
の
立
地
上
、
木
製
品
の
出
土
が
顕
著
で
あ
る
。
遺
物
の
時
期
は
中
世

後
期
が
主
体
で
あ
る
が
、
堀
の
埋
土
上
層
か
ら
は
近
世
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い

る
た
め
、
埋
没
は
近
世
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
西
調
査
区
の
南
北

。
東

西
方
向
の
堀
の
分
岐
点
付
近
の
埋
土
上
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔
つ
力
〕

ω

　

「
＜
□
か
る
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∇

る
要
卜
儲
ｏ

上
部
左
側
に
切
り
込
み
が
認
め
ら
れ
る
が
、
右
側
は
欠
損
、
下
部
も
欠
損
の



た
め
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

・
吉
川

聡

・
山
本
崇
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
写
真
は
同
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ

ＺＯ
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
教
育
委
員
会

『富
山
市
小
出
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
七
年

刊
行
予
定
）

（野
垣
好
史
）

か

一ワ
が
や
ま
じ
ょ
う

新
潟
・春
日
山

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
上
越
市
大
豆
字
春
日
山
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
四
年

（昭
５９
）
七
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
上
越
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
島
幸
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

。
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

春
日
山
城
跡
は
、
高
田
平
野
東
縁
に
南
北
に
連
な
る
西
頸
城
丘
陵
の
一
角
に

築
か
れ
た
広
大
な
中
世
城
郭
遺
跡
で
、
戦
国
大
名
上
杉
謙
信
の
居
城
と
し
て
著

名
な
山
城
で
あ
る
。
そ
の
築
城

時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

永
正
七
年

（
一
五
一
〇
）
に
長

尾
為
景
に
よ
る
大
普
請
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
永
正
年
間
以
前
に
は
山
城
と

し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
城
の
居
城
化
は
、
永
禄
三

年

（
一
五
六
〇
）
に
始
ま
る
謙

2005年出上の木簡

(   〕

(高田西部)
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